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北欧の旅から （二） 

―ランドレース種豚を訪ねて― 

多 田 昌 男 

５、農家協同組合組織 

 スウェーデンの農家協同組合組織は非常に優れて

おり、この強力な協同組織によって、農家の指導と

発展がなされています。戦時中から終戦直後まであ

った日本の農業会組織に稍々類似した点があるよう

です。 

 組合組織の機構は、酪農、食肉取引、販売購買、

鶏卵取引、森林所有者、信用、抵当銀行、アルコー

ル生産、毛皮生産、でん粉生産、麻栽培、油脂植物

栽培、以上 12 の組合連合会があり、これを総括する

スウェーデン農家連合会がストックホルムにありま

す。そしてこの連合会の部下組織がそれぞれ作られ、

地方庁とも密接な関係を持っています。 

 又連合会は国の助成と自己資本で指導機関或は工

場を経営して、農民の直接指導と利益をよう護して

います。 

 酪農組合連合会には連盟組織が 17、融合組織が 12

あり、この下部に酪農事業組合 353、酪農組合組織

561 がありますが、総組合員数は 262,713 人となって

います。食肉取引組合は 36 ありますが、283,866 人

の組合員をもっています。この外の組合もそれぞれ

の組合員をもって組織されています。 

６、乳牛飼育状況 

 スウェーデンの乳牛の殆んどが乳肉兼用種ですが、

一番多く飼われているのはスウェーデン赤白牛（兼

用種）で全体の 65％を占めています。皮毛はチョコ

レート色で、下腹部が白いのが特徴です。次でボー

ルドという乳肉兼用種が 15％で、これは小型のため

肉の歩留りがやや劣り、国の北部に飼われています。

ホルスタイン種は、スウェーデンではフリーシャン

種といわれ、全体の 15％で、主として国の南部に飼

われています。このほかエャーシャー種が 20 年位前

に入り、現在は尐々残り、又ジャージーが南部地区

に千頭位飼われています。 

 スウェーデンは酪農王国ではなく、乳肉兼用の畜

産国といった方が妥当と思います。又乳牛と豚の関

係は密接であり、どちらかが、その農家の主体性を

持っています。例えばホ種を 40 頭位飼っている農家

が、豚を 200 頭位かっているのはざらにあります。

特に豚繁殖農家がホルスタイン雄仔牛の肥育を沢山

やっているのが目立ちました。 

 スウェーデンで一番多く飼われている赤白牛は、

主として中部地区で飼育されていますが、この牛は

牛乳を飲むことから考えられ、次で肉の利用を考え

て導入された乳肉兼用種です。乳量は１乳期 4,000

㎏位が平均で、多いのが 5,000 ㎏、普通 4,300 ㎏で、

平均脂肪率は４％位です。 

成牛は肉の目方にした場合250―300㎏程度といわれ

ますが、日本の和牛より尐し大きい牛です。ミルカ

ーはマヌスとアルファラバル（スウェーデン産）を

用いていましたが、搾乳後の後搾りは全然行なって

いませんでした。 

７、中部地区農家の経営 

 赤白牛を飼育している中部地区農家の経営事例と

して、スェーデルンド氏の兄さんが行なっている概

要を記してみたいと思います。この農家は夫婦と長

男、祖父が農業に従事し、小学校８年生の娘、同２

年生の次男の６人暮しで、畑 21 ヘクタール、森 100

ヘクタール、借入畑６ヘクタールを耕作しています。 

 この地方では安定した農業経営を営むためには畑

15 ヘクタール、森 20ヘクタール位で、どうしても畑

20 ヘクタールを必要とするそうです。（スウェーデン

の平均畑面積は 15ヘクタール）ですからこの農家は

中以上の農家といえます。 

 家畜は赤白牛成 11 頭、同育成５頭、仔牛１頭で、

このうち搾乳牛は８頭です。このほか成豚１頭、中

豚３頭、馬１頭、白レグ鶏 25 羽が飼われています。

豚はランドレースの雑種で、バレイショ屑、えん麦、

大麦の粉砕したものを主体で飼われていました。 

 乳牛を飼うための作付体型についてみますと、２

年麦、１年休み、１年麦、牧草３年の方法を毎年繰

返えし、今年は２ヘクタール休んでいました。この
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作付総面積の 50％に牧草（チモシー、レッドクロー

バー、アルファルファー、オーチャード等）を植え、

残り 50％にえん麦および大麦の実取を行なっていま

す。このほか食糧用として尐量の小麦、ライ麦、馬

鈴薯を作っています。 

 この地方では 10 月から 11 月頃が摂氏零度位に降

り、１月から３月にかけてが一番寒く、最低摂氏零

下 30度位になります。ですからチモーシー等寒さに

耐える牧草が選らばれ、冬は乾草とえん麦、大麦の

粉砕したもの、牧草サイレージ等が乳牛の飼料とし

て作られ、殆んどが自給飼料です。 

 分娩後間もない雄仔牛はソーセージの材料として

販売されます。又普通の場合、仔牛用肉としては 70

㎏まで育成した後、販売しますが、大体雌雄とも 70

㎏までに育成するのに３ヵ月位を要します。このほ

か若雄を200―230㎏まで育成して肉として販売する

場合がありますが、この場合は早いもので 15 ヵ月位

かかりますが、おそいものは２年もかかる場合があ

り得るそうです。 

 70 ㎏までに仕上げる場合、最初の１週間位は１日

に牛乳６リットル、その後１―２週間スキンミルク

（脱脂乳）と牛乳を与え、だんだんと牛乳をスキン

ミルクに置き替え、生後４週目頃からスキンミルク

のみを与えます。生後３ヵ月頃にはスキンミルクを

最高１日８リットル程度与え、生後３ヵ月以降、２

ヵ月位、つまり生後５ヵ月頃までスキンミルクと水

を与えています。又濃厚飼料として粉砕したえん麦

を生後２ヵ月頃から自由に与えています。勿論牧乾

草は生後３週間頃から与えています。 

 サイロはブロックを組んだ高さ 6.5 メートル、直

径 3.5 メートル（地下 1.5 メートル、地上５メート

ル）のサイロに牧草を詰込んでいました。ブロック

のつなぎ目には鉄ベルトをはめ、詰込んだ最上部に

鋸屑を 20センチメートル位入れ、その上にドラム缶

等の重石を置いていました。 

 搾乳は１日朝夕２回搾乳器で行ない、後搾りは全

然行なっていませんでした。最初は後搾りを行なっ

ていましたが、多頭飼育につれて労働力の節約のた

め中止しています。このため切替時には一時乳房炎

をおこしたようです。しかしその後習慣性により何

等害はないそうです。 

 初冬の搾乳牛についての飼料給与についてみます

と、牧乾草、レープ等に濃厚飼料として、えん麦と

大麦（裸）の粉砕したものを給与していました。獣

医には１年に１回かかればいい方で、殆んど事故は

おこっていません。組合の脂肪検査は毎週１回農家

の庭先でサンプルを取ったもので行なわれ、脂肪量

によって取引されています。 

８、スウェーデンにおけるランドレースの繁殖 

 スウェーデンにおけるランドレースは前号でも述

べましたが、豚全部の 75％を占めております。この

品種はスウェーデン在来種にデンマークのランドレ

ース種を交配して改良されたもので、ハムの大きさ

と形がヨークシャーに勝り、脂肪の尐ないベーコン

タイプの豚です。このランドレースとヨークシャー

は純粋繁殖されるとともに、この２種の純粋種を交

配して生産された仔豚が両親よりもより健康となる

雑種強勢法を利用して、と殺用豚の生産を行なって

います。 

 スウェーデンの豚繁殖農家は、ランドレース種 150

戸、大ヨークシャー種 50戸ですが、繁殖農家は国家

農業委員会の指定を受け仔豚検査を受けています。
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つまり後代検定を受け、それぞれの母豚の格付がさ

れています。このほかの養豚農家はと殺用豚の育成

を目的として肥育を行なうとともに、と殺用の仔豚

を生産して、体重 20―25 ㎏程度で一般農家へ販売し

ています。と殺用豚は体重 90㎏前後になりますとと

殺されますが、その大部分が協同組合のと場で行な

われ、と殺時の重量と背の脂肪の厚さ等に基づいて

値段が決められます。（続） 

 


